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研究の動機 
学校内や、通学時に使う合羽などにカビ
が繁殖しているのを見かけてどのようにし
て繁殖していったのか、また、どうすれば
カビを防ぐことができるのかを研究したいと
おもったから。 

先行研究 

培地のpHを変える

研究方法 
①カビを繁殖させる 
試行錯誤用と、検証用に分ける 
→湿気の多い場所、石鹸カスや皮脂、ほ
こりがある所 
②カビの成分を調べる 
→種類、特徴など 
→ｐH試験紙を用いてカビの性質を知る 
③カビを退治する 
→カビの性質をもとに、様々な成分の物質
を使って除去する方法を見つける。 
→カビを除去する 
→これからの生活に活かしていく 
 

必要な道具 
・中性洗剤　　　　　　・浅めの容器 
・アルカリ性洗剤　　・塩酸　　・クエン酸　 
・せっけん　　・漂白剤 
・かっぱ　　　・カビ取り剤 
・ラップ 

仮説 
湿気が多いところに繁殖しやすい 
キッチンや窓の下を濡れたままにしておく
と、繁殖しやすい 
 
 

研究計画 
   

参考文献 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4～5月 学校内で湿気の多い場所を
探す。

6～7月 リトマス紙、pH試験紙など
を使って、カビの性質を調
べる。

夏休み カッパなどを使って湿気の
多い所にカビを繁殖させる。

９～10月 それぞれのカビの性質に対
応して洗剤などを使ってカビ
を退治

11～12月 まとめる
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